
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

秘色テン/ジョン・フォン・ノイマン

ウロボロス
ウロボロス

UGNチルドレンC

15

死

研究者の子

解放

戦闘用AIの開発

大校生

男

48

RB:ノイマン
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0
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30
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UGN 2

5215 133433212442321514 442315 345233154243 243343444245134424343343. 4344114244 1311311345311144243433 　　 0 原初の赤:インスピレーション。コンボ名忘れそう。『We confirmed the owner's instructions. Start calculation.』（オーナーの指示を確認。計算を開始します）

0 0

戦闘用人格
エドウィン・アビセル
ローゼン・ヴィルヘルム

同情
傾倒

無関心
不安

デスリーパ
ウェポンケース
デモンズシード

日本刀

6

ワーディング

リザレクト

CR:OUR

無行の影

原初の灰:天上からの誘い

原初の赤:インスピレーション

原初の虚:ハイブリーディング

巨人の影

イージーフェイカー:構造看破

傍の影法師

★

0

2

1

6

1

1

1

★

★

-

1d10

2

4

5

3

8

オート

気絶時

メジャー

メジャー

イニシアチブ

メジャー

オート

視界

-

シーン

自身

自動

自動

効果参照

-

↓100

120 解放

SLv

120

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv

精神置換

そのラウンドの間、自身が行う判定の達成値+Lv*5 初期浸蝕+5

GM質問権。初期浸蝕+3

エフェクトの使用回数を1回回復する。ただし、そのコスト分に見合うHPを失う。

「なるほど。つまり、こういうことですね。バフォピア、計算して」『432442. 5215 131131134531114415』
「殲滅するといったはず…レギオンID-92、命令実行せよ！」『432442.5215 2124222344』

数学のトップエリートであり、卓越した戦術家。しかし過去の出来事から解離性同一症を患っている。
若くしてトップエリートの教育を受けた。
日本ではテンと名乗っているが、海外では「ヤーノシュ・アビセル」と名乗っている。
果てしない好奇心を持ち、あらゆる学問に精通していることから「現代のノイマン」と称される。
テンの性格は絵に描いたような好青年。脳内お花畑軍人。誰にでも丁寧であるが、常に何かを思考しているため返事がワンテンポ遅かったり人をナチュラルに煽
る。(ex:「え、これもできないんですか？そう…うーん。困ったなあ。できるものだと思って呼んだんですが」)
彼は15歳にして軍事用アシスタントAI「レギオンID-92(バフォピア)」を開発。それ以来あらゆるデータを学習させるため常に行動を共にしている。
小学校に上がる前、交通事故に遭い死を経験し、オーヴァードに覚醒した。

彼は戦争や、戦闘、ノイマンの生前の業績を連想させる以下の物

・破裂音等の銃声によく似た音
・火を見る(特に激しい炎)
・血痕に近しい物(潰されたトマトやケチャップ)
・原子力爆弾
・デルタ関数

に過激に反応し、凶暴かつ猟奇的な人格である「ノイマン」にスイッチする。
また、勝手にノイマンの人格が表に出てくることもあり、その時の合図はテンの大きな欠伸である。
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